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・東京支部総会報告

・記念講演「ジェンダー・叩きの背後には」藤原房子氏

・ 「ショパンと向き合って」国内奨学生大嶋かず路氏

新
支
部
長
挨
拶

「
楽
し
く
参
加
で
き
る

支
部
を
目
指
し
て
」

東
京
支
部
長

森
川

淳
子

こ
の
度
思
い
が
け
ず
支
部
長
を
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
委
員

七
人
を
迎
え
二
十
一
人
と
い
う
少
人
数
で

の
船
出
で
す
。
こ
の
少
人
数
で
東
京
支
部

を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
楽
し
く
活

動
で
き
る
こ
と
が
第
一
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
支
部
会
貝
の
皆
様
に
も
I
A
U
W
で

こ
ん
な
楽
し
い
活
動
に
参
加
で
き
た
と
感

じ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
な
企
画
を
立
て

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
支
部
会
貝
の
皆
様
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
、
会
員
減
少
を
食
い
止
め
る

た
め
の
一
役
を
担
う
も
の
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。

今
年
は
、
J
A
U
W
設
立
六
十
周
年
と

い
う
年
で
あ
り
、
本
部
で
も
い
く
つ
か
の

行
事
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
来
年
に

予
定
さ
れ
て
い
る
全
国
セ
ミ
ナ
ー
に
向
け

て
今
年
行
わ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
東

京
支
部
も
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
他
に

も
本
部
と
共
催
で
自
然
科
学
請
演
会
、
国

内
奨
学
金
贈
呈
式
、
国
際
奨
学
生
報
告
会

等
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
会
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
J
A
U
W
の
活
動
を
よ

り
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。二

〇
〇
三
年
の
全
国
セ
ミ
ナ
ー
で
発
表

数
し
ま
し
た
「
子
育
て
支
援
情
報
調
査
」

の
追
跡
調
査
を
昨
年
致
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
そ
の
報
告
書
を
作
成
致
し
ま
す
。

今
号
の
「
と
も
し
び
」
に
東
京
支
部
の

係
と
サ
ー
ク
ル
の
活
動
内
容
が
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を

通
し
て
、
東
京
支
部
と
本
部
と
の
連
携
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
折
々
に
は
バ
ザ
ー
も
開
催
致

し
ま
す
の
で
、
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
支
部
の
活
動
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

入
会
五
年
目
と
い
う
心
許
な
い
支
部
長

と
不
慣
れ
な
委
員
で
す
が
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
助
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

東
京
支
部
総
会
報
告

書
記

桑
折

美
子

2
0
0
6
年
度
東
京
支
部
総
会
は
4
月

1
5
日
出
、
津
田
ホ
ー
ル
内
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。

支
部
会
貝
殻
4
5
0
名
中
、
総
出
席
者

頚
飾
名
、
有
効
委
任
状
提
出
者
数
1
9
7

名
で
総
会
は
成
立
し
た
。

佐
々
木
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
議
事
に

入
り
、
2
0
0
5
年
度
事
業
報
告
、
決
算

報
告
が
さ
れ
た
。
次
い
で
2
0
0
6
年
度

事
業
計
画
案
、
予
算
案
が
審
議
さ
れ
承
認

さ
れ
た
。

新
役
貝
の
承
認
後
、
森
川
新
支
部
長
よ

り
新
体
制
へ
の
抱
負
が
語
ら
れ
、
新
委
員

の
紹
介
で
議
事
は
終
了
し
た
。

最
後
に
田
中
会
長
か
ら
、
本
部
へ
の
協

力
に
対
し
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

支
部
と
本
部
と
の
連
携
の
大
切
さ
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
最
重
要
課
題
で
あ

る
会
員
増
加
に
向
け
て
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
協
力
を
求
め
、
総
会
は
終
了
し
た
。

記
念
講
演
は
、
評
論
家
藤
原
房
子
氏
に

よ
り
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
叩
き
の
背
後
に
は

-
子
育
て
支
援
策
の
視
点
か
ら
-
」
と
い

う
演
題
で
行
わ
れ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

い
う
言
葉
の
定
義
の
難
し
さ
を
改
め
て
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
。
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2006年度予算

2飢賂. 4. l -2(畑7. 3.31

(単位 円)

2005年度㈲大学婦人協会東京支部決算報告書

2005. 4. 1へ2飢胎. 3.31

収入の部

科 目 予算額 決算額 差 異 備 考 予鴬額 調 考 

I 会 費 収 入 1.2軸,(X調 1,1綿,調) -56.00 3郭ロ 1,1榔,00) 3く鵜口 

Ⅱ 事業筆録金利息収入 50 42 -8 50 

Ⅲ 運用金利息収入 10 5 -5 10 

Ⅳ 寄 付 収 入 300.(×調 287.610 -12.300 バザー サークル 麟満会一般参加費 他 300,(議) バザー サークル 鱒浦会一般参加費 他 

V 雑 収 入 30,測) 30.8α) 0 入会遭付金 賞助会員遭付会 秘,600 入会還付金 賞助会員還付金 

Ⅵ 調 査 研 究 費 0 0 0 40.(東卿 中東女性交流発表(本部より) 

A 当期収入合計 1.584,純0 1.516.457 ー(避.4(購 1,5艶,660 

B 前 期 繰 越 金 艶7,117 務7,117 0 316,703 

C 収入合計(A+B) 2,151,977 2,(購う,574 -68.400 1.873,鈍3 

科 目 予算額 決算額 差 異 備 考 予算額 備 考 

I管 理 費 1,070,(議) 1,052,157 -17,飢3 1.070.00 

(l)備 品 費 10.(議) 0 -10.(煩) 

コピー代 用紙 他 

10.0調) 

コピー代 用紙 他 (2)消 耗 品 貫 110.(〕億) 81.247 -28,753 110,(X調 

(3)印 刷 製 本 貫 50,00 69.6郭 19,6望) 支部のお知らせ 封筒 他 望ら(X調 支部のお知らせ 封筒 他 

(4)通 信 費 300,(議) 291,700 -8.240 支部のお知らせ ともしげ 本部会綴 僧 300,00 支部のき知らせ ともしげ∴事部会轍 他 

(5)交 通 費 30,00 39.50 9.軟調 発送交通費 00.00 発送手当 

(6)本邦への分担金 570.00 570.(調) 0 本部への分拠金 570.00 本部への分担金 

Ⅱ 運 営 費 1柳.(東調 116.鈍4 -3,0鵜 120,00) 

用 総 会 貫 80,0α) 打,203 -2.797 会場費 他 80,00 会場費 他 

(2)委 員 会 費 40,()飢) 39,741 -259 40.00 

Ⅲ 事 業 費 620,(朋) 597,nO -22∴鵜0 640,(議) 

(l)一 般 事 業 費 50,(議) 497.770 -2,230 ともしぴ(2回)購潰会 寄付 他 教場,00 ともしび(2回)韓満会 寄付 他 

(2)国 内 奨 学 金 100.(議) 100.00 0 国内奨学金寄付 100.(議〕 国内奨学金寄付 

(3)細 査 研 究 費 20,(×調 0 -20.00 次年度練趨 40,(×調 冊子代 他 

Ⅳ 雑 費 10,(朋 0 -10,(煩) 10,00 

V 子 持 貫 10,00 0 -10,(議) 10,(議) 

D 当期支出合計 1,鐘時00 1.71薦.871 -63,129 l,850,(議) 

E 当期収支差額(A-D) -245.140 -250.414 -5.274 一期,340 

F 次期繰越金(C-D) 32l,977 316.703 -5,274 23,鍍連 

事業牲償金状況: 普通顎金 平4.300,0α)中央三井信託銀行新宿西口支店

運用金状況 :繰趨金 普通預金 瞥獲櫓,8(槍 中央三井信託銀行斬宿西口支店

現 金 瞥17,8糾

全 部 田辺纏千 春用淳子

厳正に監査致しました結果、正確に記載されており、間違いないことを証明致します。

2α脆年4月3日 会計監査 三浦由紀子 抜上栄美子(印省略)

大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

二
〇
〇
六
年
度
役
員
[
委
貫
名
簿

支
部
長

森
川

副
支
部
長

細
田

●
早
瀬

桑
折

・
今
村

田
辺

淳
子

照
子

陽
子

美
子

麻
子

範
子

・
浜
田

和
子

芦
澤
紗
知
子

岩
田

良
子

・
如
来
美
智
子

・
木
川

眞
美

・
佐
藤

文
子

・
塩
沢

正
子

・
鈴
川

佳
子

端
本

和
子

●
細
見
久
美
子

堀
内

・
松
岡

三
浦

村
木

結
城

洋
子

幸
子

洋
子

晴
子

愛
子

会
計
監
査

三
浦
由
紀
子

(
茶
)

(
実
)

(
津
)

(
奈
女
)

(
東
女
)

(
茶
)

(
東
女
)

(
日
女
)

(
日
女
)

(
度
)

(
実
)

(
東
女
)

(
高
知
女
)

(
奈
女
)

(
日
本
)

(
茶
)

(
津
)

(
東
女
)

(
実
・
擾
)

(
津
)

(
聖
)

(
茶
)

・
佐
々
木
澄
子
(
東
女
)

(
五
十
音
順

・
印
新
役
員
、
委
員
)
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(3)寮40号

(
東
京
支
部
総
会
記
念
講
演
)

(
.
〇
6
・
4
・
1
 
5
)

「
ジ
エ
ン
ダ
I
・
叩
き
の
背
後
に

は
ー
子
育
て
支
援
策
の
視
点
か
ら

ー
」

講
師

藤
原

房
子
氏

鮮
や
か
な
緑
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
お
召
し

に
な
っ
て
登
壇
さ
れ
た
藤
原
氏
。
そ
の
緑

の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
は
わ
け
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
宇
宙
飛
行
士
の
向
井
千
秋
さ
ん

の
日
経
新
聞
記
事
「
緑
の
ラ
ン
ド
セ
ル
」

を
と
り
た
さ
れ
、
向
井
さ
ん
が
「
人
と
違

っ
た
色
の
緑
の
ラ
ン
ド
セ
ル

(
お
店
の
展

示
品
)

を
ご
両
親
か
ら
与
え
ら
れ
、
は
じ

め
は
か
ら
か
わ
れ
て
泣
い
て
帰
っ
て
き
た

が
、
や
が
て
周
囲
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い

う
体
験
を
経
て
、
人
と
違
っ
た
こ
と
を
す

る
こ
と
に
抵
抗
感
が
な
く
な
っ
た
。
」
と
い

う
話
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
考
え
る
手
か
か
り
が

あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
た
。

し
か
し
、
言
葉
に
は
多
義
性
が
あ
り
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
語
も
、
戦
闘
的
意
味

を
持
つ
言
葉
と
し
て
、
高
校
の
教
科
書
か

ら
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

戦
後
新
憲
法
発
布
時
に
は
女
性
は
一
枚

岩
で
あ
っ
た
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
一
九
七

五
年
の
国
際
婦
人
年
後
の
二
〇
〇
〇
年
あ

た
り
か
ら
女
性
の
中
か
ら
も
抵
抗
勢
力
が

で
て
き
た
。
そ
れ
が
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
で

あ
る
。

代
わ
っ
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
女
性
の
労
働

時
間
は
統
計
的
に
み
て
も
、
無
償
労
働
を

含
め
て
男
性
よ
り
も
長
く
、
役
割
分
担
も

固
定
的
で
あ
る
。

能
力
は
経
験
の
関
数
で
あ
る
と
い
う
の

が
氏
の
持
論
で
あ
り
、
子
育
て
は
男
性
に

向
い
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
誤
り
で
あ

る
。
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
判
ら
な
い
こ
と

は
、
世
の
中
に
如
何
に
多
い
こ
と
か
。
子

育
て
と
い
う
有
意
義
な
こ
と
に
男
性
を
関

わ
ら
せ
な
い
の
は
、
逆
に
男
性
に
対
す
る

人
権
侵
害
で
あ
る
と
ま
で
思
う
、
と
言
わ

れ
た
。

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め

に
は
企
業
は
労
務
管
理
を
し
っ
か
り
や

り
、
長
時
間
労
働
を
や
め
、
労
働
時
間
の

適
正
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何

が
今
、
子
育
て
を
難
し
く
し
て
い
る
か
と

言
え
ば
、
商
業
主
義
と
の
関
係
や
犯
罪
の

多
発
、
そ
う
い
う
社
会
環
境
の
中
で
の
ス

ト
レ
ス
が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
社
会
と
の

結
び
つ
き
が
ホ
ッ
ト
で
な
く
な
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
子
育
て
支
援
の
た
め
に

は
、
保
育
所
を
増
や
す
、
あ
る
い
は
児
童

手
当
を
増
や
す
と
い
う
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
る
。

意
識
の
改
革
が
必
要
で
あ
り
、
回
り
道

の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
ゆ
と
り
の
あ
る
安

定
し
た
社
会
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

長
年
婦
人
記
者
と
し
て
社
会
の
第
一
線

で
活
躍
さ
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
も
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
氏
の
見
識
の
あ
る
お
話

は
、
共
感
す
る
部
分
が
多
く
、
ま
た
示
唆

に
富
む
内
容
の
講
演
で
あ
っ
た
と
思
っ

た
。

(
山
崎

邦
子
)

は
、
両
博
士
は
先
端
の
ご
研
究
に
つ
い
て

ほ
と
ん
ど
が
専
門
外
の
聴
衆
を
対
象
に
研

究
の
意
義
を
平
易
に
述
べ
ら
れ
た
。
詳
し

く
は
、
会
報
の
2
2
2
号
(
.
〇
〇
・
6
・
挙

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

後
半
の
祝
賀
会
で
は
、
来
賓
の
方
々
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
理
事
会
は
じ
め
、

東
京
支
部
等
多
く
の
会
員
の
ご
参
加
を
え

て
、
交
歓
は
な
ご
や
か
に
一
時
間
余
続
い
た
。

な
お
、
第
1
回
か
ら
第
8
回
ま
で
の
資

料
を
一
冊
の
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
て
事
務

所
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

(
井
上

久
仁
子
)

(
第
8
回
寺
田
科
学
研
究
奨
励
賞

贈
呈
式
)

(
.
〇
〇
・
5
・
1
 
3
)

今
回
の
受
賞
者
は
、
東
京
工
業
大
学
大

学
院
生
命
理
工
学
研
究
科
生
物
プ
ロ
セ
ス

専
攻
講
師
の
松
田
知
子
博
士

(
生
物
有
機

化
学
)

と
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
助
手

の
喜
田
昭
子
博
士

(
構
造
生
物
学
)

で
あ

る
。
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た
受
賞
講
演
で
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2α賂年7月1日

(
第
4
9
回
通
常
総
会
報
告
)

前
副
支
部
長

福
士

仁
三
代

全
国
総
会
は
4
月
8
・
9
日
と
秋
田
で

開
催
さ
れ
た
。
開
花
が
早
か
っ
た
桜
の
花

が
す
で
に
散
っ
て
し
ま
っ
た
東
京
を
離

れ
、
秋
田
新
幹
線
盛
岡
か
ら
は
、
雪
の
大

平
原
を
抜
け
る
旅
と
な
っ
た
。

初
日
は
評
議
委
員
会
、
支
部
長
懇
談
会

に
続
い
て
夜
は
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
秋

田
和
洋
女
子
高
等
学
校
の
女
生
徒
の
皆
さ

ま
の
、
う
い
う
い
し
い
秋
田
お
ば
こ
姿
に

よ
る
秋
田
民
謡
の
ひ
と
と
き
と
、
格
別
に

美
味
し
い
お
酒
と
名
物
料
理
な
ど
秋
田
自

慢
を
堪
能
し
た
。
ま
た
支
部
ご
と
に
壇
上

に
上
が
っ
て
紹
介
と
挨
拶
が
あ
り
、
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
二
言
に
座
は
一
層
賑
わ
っ

た
。翌

日
の
総
会
は
、
2
3
支
部
、
1
5
8
名

(
東
京
支
部
か
ら
は
約
的
名
)

が
出
席
し

た
。
今
井
会
長
を
議
長
に
、
例
年
ど
お
り

事
業
報
告
、
各
委
員
会
、
各
支
部
の
報
告

な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
国
内
奨
学
金

資
金
設
立
募
金
が
目
標
額
を
上
回
る
結
果

(
1
0
4
7
万
円
)
を
得
た
こ
と
、
日
本
・

ヨ
ル
ダ
ン
・
エ
ジ
プ
ト
・
パ
レ
ス
チ
ナ
女

性
交
流
は
東
京
・
岡
山
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
成
功
裏
に
終
え
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
今
年
度
は
役
員
・
監
事
の
大
幅
な
交

番
が
あ
り
、
田
中
正
子
新
会
長
ほ
か
、
新

役
員
・
監
事
の
承
認
と
紹
介
が
さ
れ
た
。

大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
名
称
変
更
に
つ

い
て
は
賛
否
両
論
活
発
な
討
議
が
さ
れ
た

が
、
可
決
に
は
至
ら
ず
、
次
年
度
に
持
ち

越
さ
れ
た
。
こ
の
件
は
各
支
部
に
持
ち
帰

り
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
の

議
長
の
発
言
が
添
え
ら
れ
た
。

懇
談
で
は
、
国
庫
補
助
事
業
の
廃
止
に

伴
い
全
国
セ
ミ
ナ
ー
を
2
年
計
画
で
実
施

し
、
今
年
度
は
そ
の
準
備
の
年
と
位
置
付

け
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計
画
し
て
い
る
こ

と
。
そ
の
他
国
内
奨
学
金
制
度
の
現
状
と

奨
学
生
の
追
跡
調
査
の
報
告
な
ど
、
盛
り

沢
山
の
内
容
と
な
っ
た
。

秋
田
支
部
は
総
勢
0
0
名
と
聞
く
。
今
冬

の
豪
雪
の
な
ご
り
が
見
ら
れ
る
中
、
も
う

す
っ
か
り
春
の
よ
う
な
暖
か
な
演
出
を
し

て
下
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
。
(
次
期
総
会
は
2
0
0
了
午
4
月

的
・
n
日
、
福
岡
開
催
予
定
)

(
秋
田
支
部
主
催
見
学
会
)

「
秋
田
市
内
コ
ー
ス
に
参
加
し
て
」

十
日
は
、
前
日
の
総
会
の
興
奮
覚
め
や

ら
ぬ
面
持
ち
で
、
と
に
か
く
見
学
会
に
出

発
。最

初
の
見
学
が
、
な
ん
と
秋
田
銘
酒
の

醸
造
元
。
酒
造
り
の
時
季
は
終
わ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
思
わ
ず
深
呼
吸
し
て
し
ま
う

い
い
匂
い
。
手
造
り
を
生
か
す
ハ
イ
テ
ク

設
備
の
酒
蔵
を
見
学
し
た
あ
と
、
き
っ
そ

く
新
酒
の
試
飲
で
す
。
「
こ
ち
ら
は
、
ど
ん

な
お
味
?
」
と
か
な
ん
と
か
、
皆
さ
ん
、

け
っ
こ
う
二
杯
三
杯
。
お
陰
で
、
心
も
足

取
り
も
、
す
っ
か
り
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
赤
れ
ん
が
郷
土
館
か
ら
民
俗

芸
能
伝
承
館
へ
。
多
彩
な
展
示
に
、
邦
土

の
文
化
に
対
す
る
秋
田
の
深
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
思
い
、
竿
燈
実
演
の
妙
技
に
は
、

伝
統
を
守
り
伝
え
る
心
意
気
に
感
じ
入
り

ま
し
た
。

お
昼
は
千
秋
公
園
内
の
由
緒
あ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
で
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
豪
華

フ
レ
ン
チ
。
「
今
年
も
お
会
い
で
き
ま
し
た

ね
」
「
A
さ
ん
、
大
学
院
に
入
っ
た
そ
う
よ
」

「
孫
が
三
人
に
な
り
ま
し
た
」
「
お
役
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
「
竿
燈
ま
つ
り
に
ぜ
ひ

来
た
い
で
す
ね
」
な
ど
な
ど
、
会
員
同
士

な
ら
で
は
の
く
つ
ろ
い
だ
ひ
と
時
。

秋
田
支
部
の
お
心
遣
い
に
感
謝
し
つ

つ
、
ま
だ
雪
の
残
る
秋
田
を
後
に
し
ま
し

た
。お

酒
大
好
き
の
私
。
宅
配
便
で
届
い
た

濁
仕
立
を
片
手
に
、
気
分
だ
け
は
秋
田
お

ば
こ
の
駄
句
で
す
。

み
ち
の
く
の
銘
酒
甘
口
花
見
船

(
坂
上

栄
美
子
)
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(5)第40号

(
秋
田
支
部
主
催
見
学
会
)

「
角
館
・
田
沢
湖
コ
ー
ス
に
参
加

し
て
」

快
晴
、
バ
ス
は
予
定
通
り
九
時
に
出
発
。

大
館
は
忠
犬
ハ
チ
公
の
故
郷
だ
と
か
、
秋

田
の
酒
、
秋
田
コ
マ
ナ
、
県
の
烏
は

「
山

鳥
」
、
県
の
花
は
「
ふ
き
の
と
う
」
、
秋
田

杉
な
ど
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
を
聞
く
う
ち
に

赤
レ
ン
ガ
造
り
の
角
館
樺
細
工
伝
承
館
に

到
着
。
こ
れ
は
二
百
年
以
上
の
伝
続
を
持

つ
武
士
の
手
内
職
で
あ
っ
た
、
山
桜
の
木

肌
を
磨
い
て
作
る
工
芸
品
「
樺
細
工
」
を

伝
統
産
業
の
技
術
伝
承
の
た
め
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
、
戦
前
の
宗
悦
の
情
熱
的
指

導
は
今
も
「
も
の
づ
く
り
」
の
支
え
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。
磨
き
に
磨
か
れ
た
山

桜
の
皮
が
印
範
や
茶
筒
な
ど
見
事
な
細
工

物
に
仕
上
が
る
技
に
感
心
す
る
。
我
が
家

の
茶
筒
を
見
直
し
た
次
第
で
す
。
次
に
角

館
歴
史
村
・
青
柳
家
に
入
り
ま
し
た
。
武

家
屋
敷
石
黒
家
の
南
隣
に
あ
り
、
も
と
も

と
声
名
氏
譜
代
の
侍
で
断
絶
後
佐
竹
北
家

の
組
下
と
な
っ
た
家
柄
。
高
い
格
式
を
誇

り
、
広
い
庭
を
巡
っ
た
。
遥
か
な
時
を
超

え
、
武
家
の
暮
ら
し
が
偲
ば
れ
る
。
数
々

の
武
具
に
は
武
士
道
の
精
神
が
宿
り
、
ま

た
西
洋
の
陰
影
法
を
取
り
入
れ
て
、
後
の

洋
画
界
に
影
響
を
与
え
た
秋
田
蘭
画
は
平

賀
源
内
に
指
事
し
た
小
田
野
直
武
と
時
の

藩
主
・
佐
竹
義
教
に
よ
り
完
成
し
た
。
武

家
屋
敷
通
り
に
「
生
も
ろ
こ
し
」
屋
さ
ん

が
あ
り
、
お
土
産
を
買
う
客
で
賑
わ
っ
て

い
た
。
角
館
武
家
屋
敷
は
「
い
が
っ
た
」

と
ガ
イ
ド
さ
ん
と
話
し
な
が
ら
田
沢
湖
芸

術
村
に
向
か
っ
た
。
桜
の
花
は
ま
だ
蕾
で
、

あ
た
り
は
雪
景
色
で
あ
っ
た
。
東
北
の
桜

の
名
所
は
、
一
番
が
弘
前
公
園
、
二
番
は

角
館
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
芸
術
村
温
泉

ゆ
ほ
ぼ
で
会
席
膳
の
昼
食
を
と
っ
た
後
、

御
座
の
石
神
社

田
沢
湖
を
半
周
、
伝
説
の
辰
子
姫
像
の
と

こ
ろ
で
は
遥
か
前
方
に
駒
ヶ
岳
を
望
み
心

洗
わ
れ
る
風
景
で
し
た
。
立
派
な
枝
ぶ
り

の
松
の
あ
る
、
御
座
石
神
社
を
拝
み
、
残

雪
を
踏
み
し
め
な
が
ら
湖
畔
散
策
を
楽
し

み
、
二
時
五
十
五
分
頃
帰
途
に
つ
い
た
。

秋
田
支
部
の
方
々
の
細
や
か
な
お
心
遣
い

が
身
に
し
み
る
大
変
よ
い
旅
で
も
あ
り
ま

し
た
。
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

(
岡
部

道
子
)

(
国
内
奨
学
金
受
賞
者
の
エ
ッ
セ
イ
)

「
シ
ョ
パ
ン
と
向
き
合
っ
て
」

東
京
芸
術
大
学
大
学
院

大
鵬

か
ず
路

私
は
現
在
大
学
院
博
士
課
程
に
お
い
て

シ
ョ
パ
ン
を
中
心
と
し
た
研
究
を
行
っ
て

お
り
、
定
期
的
に
研
究
会
を
開
催
し
て
い

る
。
そ
の
際
、
度
々
話
題
に
の
は
る
の
が
、

な
ぜ
シ
ョ
パ
ン
は
日
本
で
非
常
に
人
気
が

あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

最
近
あ
る
新
聞
社
の
行
っ
た
作
曲
家
に

関
す
る
調
査
の
結
果
で
も
、
日
本
で
最
も

人
気
の
あ
る
作
曲
家
と
し
て
第
二
位
に
シ

ョ
パ
ン
の
名
が
挙
が
っ
て
い
た
。
な
ぜ
そ

れ
ほ
ど
人
気
が
あ
る
の
か
?

様
々
な
理

由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

逸
話
で
彩
ら
れ
た
人
物
像
が
そ
の
要
因
の

一
つ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

シ
ョ
パ
ン
と
い
う
と
サ
ン
ド
と
の
恋
愛

や
、
サ
ロ
ン
で
の
活
躍
が
有
名
で
あ
る
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の

青
少
年
期
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
。
一
八
一
〇
年
に
ワ
ル
シ
ャ

ワ
で
生
ま
れ
た
シ
ョ
パ
ン
は
二
〇
歳
で
祖

国
を
離
れ
、
三
九
歳
で
パ
リ
に
て
没
し
た
。

生
涯
に
わ
た
り
マ
ズ
ル
カ
を
作
曲
し
続
け

た
シ
ョ
パ
ン
に
と
っ
て
、
故
郷
で
の
二
〇

年
間
は
音
楽
家
と
し
て
の
方
向
性
を
確
立

す
る
に
至
っ
た
最
も
重
要
な
時
期
で
あ

る
。
ま
た
そ
れ
は
、
他
国
支
配
下
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
お
い
て
国
民
に
愛
国
心
が
強
く

求
め
ら
れ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
無
論
、

こ
う
し
た
社
会
背
景
は
シ
ョ
パ
ン
に
と
っ

て
決
し
て
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。

作
曲
家
シ
ョ
パ
ン
を
生
み
出
し
た
背
景

を
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
し
、
作
品
に
つ

い
て
造
詣
を
深
め
つ
つ
、
多
く
の
愛
好
家

の
方
々
と
シ
ョ
パ
ン
に
つ
い
て
語
り
合
え

る
場
を
持
ち
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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(
東
京
支
部
講
演
会
)

(
.
〇
6
・
5
・
け
)

華
麗
な
る
十
八
世
紀
ロ
コ
コ
美
術

I
ボ
ン
パ
ド
ウ
ー
ル

侯
爵
夫
人
を
め
ぐ
っ
て
-

諸
姉

小
林

亜
起
子
氏

5
月
1
7
日
、
ロ
コ
コ
調
美
術
の
講
演
会

を
聞
き
に
行

っ
た
。

講
師
は

2
0
0
5
年

度
国
内
奨
学

生
の
一
人
で

あ
る
小
林
亜

逗
子
氏
で
あ

っ
た
。
小
林

氏
は
東
京
女

子
大
卒
業
後

パ
リ
第
十
大

学
美
術
史
料

に
留
学
さ
れ
学
士
号
並
び
に
修
士
号
を
取

得
さ
れ
、
現
在
は
東
京
芸
術
大
学
大
学
院

博
士
課
程
で
十
八
世
紀
の
ロ
コ
コ
調
美
術

史
を
研
究
な
さ
っ
て
い
る
。

今
回
は
特
に
華
や
か
な
ボ
ン
パ
ド
ウ
ー

ル
夫
人
の
講
演
と
い
う
こ
と
で
楽
し
み
に

出
か
け
た
。
宝
塚
の
「
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば

ら
」
を
思
い
出
し
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。

さ
て
、
講
演
は
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
ボ
ン

家
の
歴
史
や
当
時
の
美
術
の
解
説
か
ら
始

ま
っ
た
。
絵
の
格
の
高
さ
と
し
て
、
第
一

に
宗
教
画
や
神
話
が
描
か
れ
て
い
る
も

の
、
第
二
に
肖
像
画
。
そ
し
て
、
風
俗
画

や
風
景
画
・
静
物
画
と
続
く
事
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
。

続
い
て
実
際
の
絵
を
見
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
解
説
を
聞
く
。

私
が
心
に
残
っ
た
の
は
ラ
ト
ウ
ー
ル
の

「
ボ
ン
パ
ド
ウ
ー
ル
侯
思
夫
人
」

の
肖
像

画
。
同
時
に
プ
ー
シ
工
の
「
ボ
ン
パ
ド
ウ
ー

ル
夫
人
像
」
も
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

や
は
り
ラ
ト
ウ
ー
ル
が
印
象
深
か
っ
た
。

ラ
ト
ウ
ー
ル
の
肖
像
画
で
は
背
景
に
モ
ン

テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
法
の
精
神
」
や
「
百
科

全
書
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
当

時
進
歩
的
思
想
で
あ
っ
た
啓
票
思
想
を
彼

女
が
容
認
し
保
護
し
た
こ
と
を
表
し
て
い

る
。
そ
れ
は
ま
た
彼
女
が
い
か
に
権
力
を

握
っ
て
い
た
か
も
表
し
て
い
た
。
実
際
、

彼
女
は
政
治
の
中
枢
に
い
た
よ
う
だ
。

こ
の
後
フ
ラ
ン
ス
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
を

迎
え
る
の
だ
が
、
平
民
出
身
の
美
し
い
侯

爵
夫
人
が
ル
イ
1
 
5
世
の
愛
を
受
け
な
が
ら

こ
の
絵
を
描
か
せ
た
こ
と
に
深
い
感
慨
を

覚
え
、
世
の
無
常
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

小
林
氏
の
ご
講
演
は
時
代
を
多
面
的
に

捉
え
、
ロ
コ
コ
を
誠
実
に
そ
し
て
生
き
生

き
と
描
い
た
、
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。

(
端
本

和
子
)

(
東
京
支
部
調
査
研
究
報
告
)

〃
子
育
て
支
援
情
報
調
査
研
究

報
告
書
が
完
成
し
ま
し
た
〃

二
〇
〇
三
年
の
調
査
を
受
け
て
、
二
〇

〇
五
年
度
に
行
っ
た
追
跡
調
査
の
報
告
書

を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

各
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て

子
育
て
支
援
の
現
状
が
浮
か
び
あ
が
っ
て

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

今
年
度
か
ら
の
新
委
員

「
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
」

四
月
か
ら
新
し
く
お
仲
間
に
い
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
楽
し
く
活
動
を
致
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

塩
沢

正
子

入
会
と
同
時
に
、
委
員
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
、
異
次
元
の
世
界
に
迷
い
込

ん
だ
よ
う
な
戸
惑
い
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
ご
助
言
、
ご
助
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
。

鈴
川

佳
子

五
月
の
連
休
直
前
に
友
人
を
通
じ
て
大

学
婦
人
協
会
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
私

は
ワ
ー
プ
ロ
も
パ
ソ
コ
ン
も
し
ま
せ
ん
の

で
、
ど
れ
ほ
ど
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
と
思
い
つ
つ
活
動
に
賛
同
し
入

会
し
ま
し
た
。
と
も
あ
れ
、
J
A
U
W
に

迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
時

間
が
許
す
か
ぎ
り
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

加
来

美
智
子

会
員
の
方
々
と
の
交
流
が
楽
し
み
で

す
。
講
演
や
い
ろ
い
ろ
な
企
画
に
参
加
し

て
、
脳
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。
よ
ろ
し
く
。

組
員

久
美
子

子
供
の
頃
、
大
学
婦
人
協
会
が
資
金
集

め
の
バ
ザ
ー
を
や
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、

大
学
婦
人
協
会
っ
て
何
か
し
ら
と
思
っ
た

記
億
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
何
か
の

御
縁
で
皆
様
と
一
緒
に
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
岡

幸
子

何
も
わ
か
ら
ず
入
会
し
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
、
ま
た
新
し
い
世
界
が
増
え
ま
し

た
。
で
き
る
こ
と
か
ら
、
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
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(7)第40号

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

木
川

眞
美

「
万
難
は
有
っ
て
も
」
支
部
活
動
に
ご
尽

力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
方
々
に
感
動
し
て

い
ま
し
た
。
微
力
で
す
が
、
バ
ザ
ー
係
と

し
て
楽
し
く
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

佐
藤

文
子

各
係
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

◆
会
員
係

皆
々
様
の
名
簿
の
管
理
が
主
な
仕
事
で

す
。
大
切
な
お
知
ら
せ
が
確
実
に
届
き
ま

す
よ
う
に
、
ご
住
所
の
変
更
は
速
や
か
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
今
年
入
会
し
た
ば
か

り
の
新
人
二
人
で
の
出
発
で
す
。
ご
助
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
細
貝

久
美
子
・
鈴
川

佳
子
)

◆
講
座
・
見
学
係

本
年
度
は
委
貝
の
入
れ
替
わ
り
で
初
顔

合
せ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
年
間
予
定

は
五
月
の
国
内
奨
学
生
に
よ
る
講
演
会
と

六
月
の
「
鎌
倉
長
谷
寺
の
あ
じ
さ
い
と
写

経
」
を
終
え
、
十
一
月
と
翌
年
二
月
(
未

定
)

の
講
演
会
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆

様
ど
う
ぞ
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し

て
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

(
三
浦

洋
子
)

◆
バ
ザ
ー
係

国
内
奨
学
金
へ
の
寄
付
の
た
め
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

物
余
り
の
昨
今
、
販
売
の
難
し
さ
を
痛

感
し
て
い
ま
す
が
新
鮮
で
ア
イ
デ
ィ
ア
の

あ
る
品
揃
え
を
心
掛
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
お
買
上
げ
の
ご
協
力
に
加
え
て
品

物
の
ご
提
供
、
仕
入
れ
先
の
ご
紹
介
等
の

情
報
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
芦
沢

紗
知
子
)

◆
「
と
も
し
び
」
係

東
京
支
部
の
活
動
の
報
告
、
お
知
ら
せ

を
載
せ
て
年
2
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
講
演
会
、
興
味
深

い
場
所
へ
の
見
学
会
、
奨
学
生
の
若
い
視

点
か
ら
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
通
し
て
、
支

部
会
貝
の
皆
様
の
ご
活
躍
の
場
が
さ
ら
に

広
が
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
紙
面
の
作
成

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

皆
様
の
率
直
な
ご
意
見
、
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
原
稿
も
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
「
と
も
し
ぴ
」
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
村
木

晴
子
)

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
に

入
り
ま
せ
ん
か
?

「
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
I
)
」

二
時
間
の
「
源
氏
物
語
」
ワ
ー
ル
ド

相
馬

房
子

今
年
九
月

で
発
足
後
九

十
年
と
な
る

「
源
氏
物
語

を
読
む
会

(
工
)
」
は
、

坂
上
栄
美
子

先
生
ご
指
導

の
も
と
月
に

二
度
開
か
れ

て
い
ま
す
。

現
在
メ
ン

バ
ー
は
二
十

七
名
。
閑
話

当
初
か
ら
の

の
授
業
以
来
」
と
い
う
メ
ン
バ
ー
も
少
な

く
な
い
中
、
こ
の
壮
大
な
物
語
を
現
代
語

訳
で
は
な
い
原
文
で
読
破
し
よ
う
と
い
う

挑
戦
は
、
期
待
が
膨
ら
む
反
面
全
く
予
想

の
つ
か
な
い
も
の
で
し
た
。

実
際
に
始
ま
っ
て
み
る
と
、
細
か
い
文

法
に
と
ら
わ
れ
ず
ひ
た
す
ら
文
章
に
触
れ

て
い
く
読
み
方
に
加
え
、
当
時
の
政
治
や

制
度
等
の
時
代
背
景
、
漢
籍
等
に
も
言
及

さ
れ
る
幅
広
い
講
義
が
展
開
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
複
雑
な

人
物
系
図
も
大
筋
で
頭
に
入
り
、
誕
生
か

ら
そ
の
生
涯
を
た
ど
っ
た
光
源
氏
を
は
じ

め
、
登
場
人
物
に
対
し
て
自
分
な
り
に
肉

付
け
さ
れ
た
人
物
像
が
で
き
上
が
っ
た
こ

と
は
、
得
が
た
い
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

鋭
い
洞
察
力
で
描
か
れ
た
人
間
心
理
は
時

代
の
違
い
を
超
え
て
人
の
心
を
動
か
す
も

の
だ
と
い
う
こ
と
、
「
源
氏
物
語
」
は
様
々

な
研
究
対
象
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
等
を
、

実
感
と
し
て
感
じ
取
れ
た
こ
と
も
大
き
な

収
穫
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
「
宇
治
十
帖
」

へ
と
進
ん
で

い
き
ま
す
が
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
最
後
の

在
籍
者
に
加
え
、
途
中
参
加
者
、
ク
ラ
ス

(
Ⅱ
)
か
ら
の
編
入
者
、
種
々
の
事
情
に
よ

る
長
期
欠
席
か
ら
の
復
活
組
と
様
々
で
す

が
、
皆
一
様
に
あ
っ
と
い
う
間
の
二
時
間

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
国
文
科
出
身
の

方
々
は
別
と
し
て
、
「
古
典
は
高
校
の
古
文

一
行
を
読
み
終
え
る

の
か
、
今
か
ら
そ
の

時
を
楽
し
み
に
待
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。
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2(朋年7月1日

事
業
報
告
・
予
定

.

.

.

.

.
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.
、
.
.
.
.
.
.
、
、
“
.
.
.
.
.
.
、
」

4
.
8
J
A
U
W
第
篭
常
総
会

「
膏
常
勝
」

9

於
・
秋
田

4
・
1
5

東
京
支
部
総
会

記
念
講
演
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
叩

き
の
背
後
に
は
-
子
育
て
支
援

策
の
視
点
か
ら
I
」

講
師

藤
原
房
子
氏

5
・
1
3

守
田
科
学
研
究
奨
励
賞
贈
呈
式

5
・
1
7

講
演
会
「
撃
綴
な
る
十
八
世
紀

ロ
コ
コ
美
術
-
ボ
ン
パ
ド
ウ
ー

ル
侯
爵
夫
人
を
め
ぐ
っ
て
I
」

講
師

小
林
亜
起
子
氏

6
・
2
2

見
学
会
「
鎌
倉
長
谷
寺
の
あ
じ

さ
い
と
写
経
」

6

子
育
て
支
援
調
査
研
究
報
告
書

作
成

了
・
1

東
京
支
部
会
報
「
と
も
し
び
」

第
的
号
発
行

1
0
・
1
4

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
津
田
塾
会
本

館
大
教
室
)

n

講
演
会

1
2

第
6
回
自
然
科
学
講
演
会
(
科

学
研
究
奨
励
委
貝
会
と
共
催
)

1
・
6

新
春
の
つ
ど
い
・
国
内
奨
学
金

贈
呈
式

2

講
演
会

3
・
1

東
京
支
部
会
報
「
と
も
し
び
」

第
4
 
1
号
発
行

以
後
の
事
業
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

会
貝
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
東
京

支
部
に
は
現
在
5
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り

ま
す
。
趣
味
に
、
お
勉
強
に
、
ど
う
ぞ
皆

様
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
英
語
講
座

●
第
一
・
第
三
金
曜
日午

前
十
時
-
十
二
時

・
大
久
保
地
域
セ
ン
タ
ー
三
階

・
講
師
・
松
本
節
也
元
法
政
大
学
教
授

「
さ
し
絵
入
り
英
国
史
」
を
講
読
中
。

講
師
に
よ
る
詳
細
な
訳
註
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
用
の
テ
ー
プ
、
参
考
資
料
を
も
と
に

論
議
し
て
い
ま
す
。

●
連
絡
先
・
中
山
正
子

(
食
〇
四
五
-
五
四
一
-
二
四
八
一
)

★
楽
し
い
俳
句
会

・
第
三
水
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

・
J
A
U
W
事
務
所
会
議
室

●
講
師
・
柴
崎
宮
子
会
貝

柴
崎
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
の
も
と
楽

し
く
俳
句
を
作
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
を
若
干
名
募
集
中
で
す
。

・
連
絡
先
・
小
池
朋
子

(
食
〇
四
五
-
九
〇
二
-
九
七
三
〇
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
I
)

●
第
三
・
第
四
水
曜
日

午
前
十
時
半
-
十
二
時
半

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

「
幻
」
「
雪
隠
」
を
読
み
終
え
、
現
在
「
匂

兵
部
卿
」

の
巻
を
読
ん
で
い
ま
す
。

●
連
絡
先
・
平
田
宏
子

(
露
〇
四
-
七
一
四
三
-
一
五
七
三
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

●
第
二
・
三
・
四
火
曜
日

午
前
十
時
-
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

「
夕
務
」
の
巻
を
読
ん
で
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
中
山
律
子

(
書
〇
三
-
三
三
三
六
-
四
六
二
八
)

★
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

●
第
三
火
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

・
J
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
講
師
・
河
井
尚
子
会
員

初
心
者
歓
迎
、
お
花
と
向
き
合
う
時
間

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

若
干
名
、
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

・
連
絡
先
・
山
崎
邦
子

(
種
〇
四
五
-
八
八
一
-
九
〇
〇
二
)

「
.
I
.
I
.
-
.
-
.
i
i
i
.
i
。
-
.

i
会
貝
増
加
へ
の
ご
協
力
の
患
い
ー

一
束
京
支
部
の
会
員
が
減
少
し
て
お
一

高
轟
燕
へ
の
勧
-

-

東
京
支
部
主
催
の
行
事
・
講
演
一

二
雪
見
学
会
・
サ
ー
ク
ル
に
お
誘
い
一

丁
だ
さ
い
。

一

「
.
-
.
-
I

-
i
i
i
I
i
i
i
i
.
I
-

★
会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
未
納
の
方
は
、
用
紙
の

「
払
い
込

み
の
ご
案
内
」
を
参
照
の
上
、
早
め
に

お
振
り
込
み
下
さ
い
。

★
住
所
変
更
な
ど
の
ご
連
絡
は
事
務
所
ま

で
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
使
用
ず
み
の
切
手
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
な
ど
事
務
所
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

(
編
集
後
記
)

皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力
の
お
蔭
で
、
と

も
し
び
4
0
号
を
無
事
に
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
森
川
新
支
部
長
の
も
と
で

ス
タ
ー
ト
し
て
早
3
ヶ
月
、
不
行
き
届
き

な
点
は
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
少

し
で
も
新
し
い
風
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

と
も
し
び
四
〇
号

発
行
日

二
〇
〇
六
年
七
月
一
日

発
行
社
団
法
人
大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

編
集
と
も
し
び
係

〒
肌
剛
新
宿
区
左
門
町
十
一
番
六
二
〇
一

競
I
〇
三
⊥
三
二
五
八
i
二
八
八
二

印
刷
タ
ナ
カ
印
刷
㈱

剛
〇
三
・
三
三
五
八
二
一
八
八
九


